
成し技術継承するための投資として、エコーはすでに
必須のアイテムとして認識されているようでした。

他にも、梶原先生のご講演では、牛舎の暑熱対策が
いくつか紹介されており、最も効果的と実感した対策
は屋根を 2 重にする「 2 重屋根」であったことが報告
され、他の参加者からも「湿度を上げずに温度を下げ
ることができる」として注目されていました。

３．最後に
会議では、各団体からよりよい体外受精卵移植のた

めに行っている取組みや工夫が紹介されるほか、各都
道府県の畜産経営の現状が話題に上ります。経費をか

けて同期化の実施やエコーの導入をし、和牛体外受精
卵で効率の良い経営形態を取る生産者が多い地域もあ
れば、自然発情メインで体外受精卵も交雑種を用い、
コストカットする中でも牛に目を配ることで最大限の
利益を得る努力をしている地域もあるとのこと。共通
するのは、技術者との結びつきが強い生産者ほど経営
状態が良いことです。生産者は信頼できる技術者に相
談ができ、その信頼は実績に裏打ちされたものです。
我々は、これからも生産者と技術者の皆様との結びつ
きを大切にし、いただいたご意見をもとに、畜産経営
に貢献できる体外受精卵をご提供する所存です。今後
ともご愛顧賜りますようお願い申し上げます。
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乳用牛群検定における優秀検定員表彰式が、 2
月18日に東京都、24日に福岡県、27日に札幌市で
開催されました。

乳用牛群検定全国協議会では平成元年度以降、
長年にわたり牛群検定の第一線で普及促進に携わ
り、貢献された検定員の方を、毎年各都道府県の
推薦により表彰しています。

本年度の受賞者は下記20名の方々です。受賞者
のみなさまに心よりお祝い申し上げ、あわせて今
後ますますのご活躍をご祈念申し上げます。

情報分析センター　青沼　実穂

ブ
ロ
ッ
ク

受賞者氏名
（敬称略） フリガナ 都道府県

又は地区 所属

東
北

田村　和也 タムラ　カズヤ 岩手県 八幡平乳牛改良検定組合
今野　美菜子 コンノ　ミナコ 宮城県 県南乳用牛群改良組合

関
東 福嶋　右明 フクシマ　ヨシアキ 群馬県 ぐんま酪農乳牛能力検定組合

東
海 大藪　康一 オオヤブ　コウイチ 愛知県 愛知県乳用牛群検定組合

中
四
国

小野　泰信 オノ　ヤスノブ 広島県 広島県酪農業協同組合

九
州
沖
縄

井上　義昭 イノウエ　ヨシアキ 熊本県 熊本県乳用牛群検定組合
本松　忍 モトマツ　シノブ 大分県 大分県酪農業協同組合
鴇　麻希子 トキ　マキコ 宮崎県 宮崎県乳用牛群検定組合
木山　嘉人 キヤマ　ヨシト 鹿児島県 鹿児島県乳用牛群検定組合

ブ
ロ
ッ
ク

受賞者氏名
（敬称略） フリガナ 都道府県

又は地区 所属

北
海
道

田村　明 タムラ　アキラ 石狩 石狩東地区乳牛検定組合
塚田　郁子 ツカダ　イクコ 上川 北ひびき乳牛検定組合
渡邉　智司 ワタナベ　サトシ 日高 静内乳牛検定組合

臼井　知子 ウスイ　トモコ 十勝 有限責任事業組合帯広畜産
センター

森内　春美 モリウチ　ハルミ 釧路 摩周湖乳牛検定組合
五十嵐　千里 イガラシ　チサト 釧路 阿寒乳牛検定組合
船崎　真澄 フナサキ　マスミ 根室 道東あさひ農業協同組合
渡辺　智恵子 ワタナベ　チエコ 根室 中春別乳牛検定組合
佐藤　幹二 サトウ　カンジ 網走 北見市乳牛検定組合

佐藤　亮子 サトウ　リョウコ 網走 オホーツクはまなす農業協同
組合

三森　健太 ミモリ　ケンタ 宗谷 猿払村乳牛検定組合

表　令和７年度 優秀検定員受賞者名簿� 計20名

熊本県乳用牛群検定組合　井上　義昭氏（右）と乳用牛群
検定全国協議会　下司会長（左）


